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4 ． 東海豪雨 災害 と新 た な防災課題
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　 L 　まえが き

　2000年 9 月 11日 か ら12日 に か け て東海地方を襲 っ た

集 中豪 雨 は ， 愛知 県 を 中心 と した地域 に大 き な 被害 を

もた ら した．と くに ， 名古屋市北部 を庄 内川 に 沿 っ て

流 れ る 二 級河川新川 で は ，河 口 か ら 16km 上 流地点 の

名 古屋市西 区あ し わ ら町 で は ，左 岸 堤 防が 100m に わ

た り破堤 した，また，他の 区域 に お い て もポ ン プ の排

水能力 を上回 る雨 水流出 に よ り内水 氾濫が 発生 し，新

川 流 域 で は氾 濫面積 19km2 に 及 ぷ 深刻 な浸 水 被 害 を

出し た．また，名 古屋市 内 も市域の 37％が 1時間 の 降

雨 強 度93mm の 豪雨 に よ っ て 浸 水 した ． こ の 水 害 に

よ っ て ，愛知県で は 約60万人 の 住民 に 避難 勧告 が発令

さ れ た ．事業所の 浸水被 害 を加 え る と約8，500億 円 に 及

ぶ 甚 大 な被害と な り，深刻な傷跡 を残 した．

　 2 ．降雨 の概要

　 9 月 3 日 に マ リ ア ナ 諸島付近 で 発 生 した台 風 14号
は，12日 3 時 に は那覇市の 東南東に あ り，935hPa と非

常 に 強 い 勢力を保 ち な が らゆ っ くりと した速度で 西 に

進ん だ ．一
方，第 1図 の 天 気図 や ひ ま わ りの 画 像 か ら

わ か る よ うに，本州 に は秋 雨前線が停滞 し，こ の 前線

に 向 か っ て 台風 か ら暖 か く湿 っ た空気が 多量に 流れ 込

み ，東海地 方 の 大気 の 状態 は非常 に 不安定 に な っ た．

こ の た め ， 庄内川 ・新川 流域 で は，11日未明 か ら 記録

的 な豪雨 とな り， 名古屋地方気象台は，ll日19 ：00に

（a ）

（b）
平 成12年 9月1旧 21時現在

喀

京都大学防災研究所巨大 災 害研 究 セ ン ター

◎ 2002　日本気象学会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平成12年9月11 日19時現在

第 1 図　台風 と秋 雨 前線 を示 す 天気図 （a ）と ひ ま わ

　　　 　りの 画像 （b ）．
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第 2 図　総量 に 関 す る等雨量線図．
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※観 測史上 （明 i台24年 から）第 lO位までの 観 測データ及び昭和36年 以降の観測デ
ータより作成

　　　　　　　　　　 第 3図 名古屋地方気象台 に お け る 豪 雨 の 記 録 ．

時間最大雨量93mm を記録，11日未明 か ら 12日 ま で の

総雨量は ， 平均年間総雨量 1
，
535mm の 1／3に 及 ぶ 567

mm と な っ た．第 2 図 は総雨量 に関す る等雨量線図で

2002 年 8 月

あ り，第 3 図 は名古屋 地方気象台で 観測 以来の 上位 10

位ま で を含 む観 測記録 で あ り ， 今回 の 豪 雨が い か に特

異な もの か が 理 解で き る．
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第 4図 　庄 内川 ・枇杷島地点の 出水状況．

　 3，出水 の 概要

　 3．1 庄 内川

　第 4 図 は庄内川 ・枇杷島地点 の 出水状況 で あ る．枇

杷 島地点 （河 口 か ら約15km ）で は，11日 20 ：20に警戒

水位 （T ．　P．＋ 5．70m ）を超 え ， 同21 ：00に 出動水 位 （T ．

P．＋ 6．40m ）， 12日2 ：20に 計 画 高 水位 （T ．P．＋ 9．18
m ），同4 ：30に は過 去最高水位 を 2m 近 く上 回 る T ．

P ＋ 9．46m を記録 しました ．国道 1 号 ・一色大橋の 下

流右岸 で は堤防を越 え る越水が 発生 し，JR 関西本線 か

ら 国道 19号勝川橋付近迄の約 15km の 長 い 区間で は計

画 高水位 を超過す るな ど，非常に 危険な 状態が 続 い た ．

　 3．2　新 　川

　第 5 図は新川 ・久地 野地点 の 出水状況 で あ る．久地

野地 点 （河 口 か ら約 21km ）で は ，
　 ll日17 ：50に 警戒水

位 （T ．P，＋ 4．50m ）を，同 18 ：30に 出動水位 （T ．P．＋

5．40m ）， 同 19 ：40に 計画高水位 （T ．　P．＋ 6．57　m ） を

次々 に超過 ， 同21 ：00に は過 去の 最高 水位 T ．P．＋ 6 ．60

m を上 回 る第 1 次 ピーク （T ．P．十 6．90m ） に 達 し た ．

42

こ の 後 ，

一時低 下傾向 を示 した が ，21 ：00〜22 ：00に

始 ま っ た洗 堰 を 越流 し た 庄 内川 か ら洪水が 加 わ っ て

（約270m3 ／s）再 び上昇に転 じ，12日2 ：50に最高水位

T ．P．十 7．32m に 達した ．

　 こ の よう に ， 今回 の 出水 で は，新 川流域の 洪水流 出

に，洗堰か らの 洪水 の 流 入 が 重 な り，高 い 水 位が長時

間継続 し ， 久地野地点 で は計画高水 位を約 13時間 に わ

た っ て超過し続けた．ま た ，計画高水位 を超 え た 区間

は ， 砂子橋付近 か ら上流 の 全川12km に 達 した．

　3．3　そ の ほ か の 河川

　国 土 交通省 中部地方整備局 の 管理 す る15河川 の うち

12河 川が警戒水位 を超え，う ち 11河川が 出動水位 を超

え る 出水 と な っ た ．

　 4 ．水害の 概要

　新川 で は，新川流域の 洪水流出 と洗 堰 を越 流 して 庄

内川 か ら 流 入 し た 洪水 に よ っ て ， 計画高水位 を超え る

危険 な状態 が長時間継続 し，12日3 ：30頃 ， 名古屋市西
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第 5図　新川 ・久地野地点の出水状況 ，

区あし わ ら町内の 左岸堤防が約 100m に わ た っ て破堤

し た．氾濫流 は ， 庄内川 と新川 に 囲 まれた西 区 と西枇

杷島町
一

帯 を襲 い ，一
部 で は 2m を超 え る 浸水深 に 達

し，甚大な浸水被害に な っ た ，

　 また，洪水時 に ポ ン プ に よ っ て 市街地 に降 っ た雨水

を排水 す る 内水 域 で も，ポ ン プ の 排水能 力 を上 回 る 洪

水流出が 生 じ，新川本川 の 破堤 を防 ぐ た め に
一

部 ポ ン

プ の運転調整 を行 っ た こ とか ら ， 内水氾濫が発生 し ，

右岸 で も深刻 な浸水被 害が発生 した．

　新川 沿川 で 発 生 し た 浸水被害 は，破堤氾濫 ・ 内水氾

濫 をあわ せ る と，浸水面積約 19　km2，住家 の 浸水 約

18，100戸 と な っ た ， こ の 内 ， 床上 浸水 は 約 11 ，900戸 に

達す る伊勢湾 台風以来 の 大水害 と な っ た ．

　第 1表は一般被害状況 を ， 第 2 表 は ラ イ フ ラ イ ン の

被災 ・復旧状況 をそれ ぞれ まとめた もの で あ る．

　 5 ．教　訓

　1959年の 伊 勢湾台風 高潮災害 以来 の 大水害 と な り，

そ こ か ら多 くの 教訓 が 導 か れ た．そ の 背景 を ま と め る

と ， つ ぎ の よ うで あ る．

1 ）名古屋 地方気 象台 開設 以来の 豪雨 で あ っ たた め

に ，名古 屋市 を中心 と し た ほ と ん ど の 治水施 設 の

設計外力 を 上 回 っ た．

2 ）夕方の 通勤 ラ ッ シ ュ 時 に時間雨量 の 最大値が 観

測 され たた め に，交通機関が 不通 に な り，大 量 の

帰宅困難 者が 発 生 し た ．

3 ）大雨洪水警報の 発令か ら避 難勧告ま で数時間の

差が あ っ た が
， 住民 に は突然 の 避難勧告 と な り，

円滑 な対応が で きな か っ た．

4 ）町役場 ， 小 中学校，備 蓄倉庫 も床 上浸水 と な っ

　た と こ ろが あ り， 阪神 ・淡路 大震災 以降 の 震災だ

　けを対象 と した 対策 の 弱点 が 露呈 し た ．

5 ）住民 の 側に床下浸水程度で 終わ る だ ろ うと の甘

　 い 読 み が あ っ た ．

6） ボ ラ ン テ ィ アの 立 ち上 が りが 弱 く，結局 約 2万

人 し か 集 ま らず，復旧作業が 遅 れ た ．

7 ）低平地で あ っ た の で ， 破堤氾濫後 ， そ こ か ら遠

　い 地区 で は約 8 時間後 に 浸水が は じまる と い う時

　間差 が 起 こ っ た ．

こ の 水害後 ， 多 くの 被災自治体 で 対策委員会 が設 け

2002年 8 月 43
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第 1表　
一

般被害状況．
（各県市 の 災害対策本部調 べ ）

人的被害 （人） 物的被害 （浸水） 避難勧告等

県名
死 亡

行方

不 明
負傷者

床上 浸水

　 （棟 ）

床下浸水

　 （棟）

世帯数

（世帯

人数

（人 ）

愛　知 　県 7 0 9721 ，88540 ，688213 ，989554 ，402

名古 屋 4 0 弓39 ，53322 ，832151 ，670381 ，309

岐　阜　県 1 0 1 108 3924 ，16413237

三 　重　県 1 0 1 3272 ，948 4，236ll ，138

静 　 岡 　 県 1 0 0 1 33 0 D

長 　 野 　 県 0 0 2 57 147 262 674
計 1n n 1n199 　 97q 湘 4　 り nq999 　 4 气 1 匚 70 　 4 匚 1
口 1　　 　　　　　 　　　　 　 ▲v り　　　　　　　　　　　↓u ▲ 臼白，り8 ∪　 　 　 　 　7 「【卩』∪U 　 　　 　 L θk ，UVi 　　 　 　り畠JP 「h ノ⊥

数値 に つ い て は，各県 ・市 の 調 べ に よ る．

第 2表 　 ラ イ フ ラ イ ン の 被 災 ・復 旧状 況 ．

項 目

ガ ス

電 気

電話

水 道

道路

鉄 道

ラ イ フ ラ イ ン 被災状況

○ ガ ス 設備冠水 の た め，二 次災害防止 の観点 か ら供給停止 した 地

　 区あ り

　（12日6 ；40か ら）西 枇杷島の 北部
　　　　　　　　　西区 の

一
部　合計　約3，480戸

　（12日9 ；00か ら）北区 の
一
部　　　　約2，220戸

○ 中部 管 内，最大 戸 数，約 334，400戸

○ 愛 知 県 東 部 で 土 砂 崩 れ に よ る ケーブ ル 断 線 で 1，500世 帯不 通

O 携帯電話等 の 基地局が 停波

09 県 に ま た が り約 3，390戸 に 断水被害

　近 県の 被害 ：長野県840戸 ・
岐阜県731戸 ・

静 岡県156戸 ・愛知県

　967戸 ・三 重 県 18戸

○東名 ・名神 ・中央道 ・東名阪 ・東海北陸道 ・伊 勢道 の
一

部 で 通

　行 止 め

　 1 号線 ・22号線等の 国 道で 通 行 止 め

○東海道旅客鉄道
・新幹線 11 日 16 ：

・11日13：00頃 か ら各路線 で 随時規制

　 主 な路線 ：東海道本線 ・中央線 ・関西線 ・武豊線等

○名古屋 鉄道
・11日16 ：00頃 か ら各路線 で 随時規制

　主 な路 線 ：名 鉄 本 線 ・犬 山線 ・常滑 線 ・三 河 線等

O 近畿 日本鉄道
・11日14 ； 00頃 か ら名古 屋 線 の

一
部 で 規制

○名古屋市交通局
・11日22 ： 00頃 か ら各 路 線 で 随 時 規制

　主な路線 ：名城線 ・鶴舞線 ・桜通線各路線 の
一

部区間

○ そ の 他 の 鉄道

50頃 に 運 転抑 止 の た め 74本 が 翌 日 ま で 立 ち 往生

　明智鉄道 ・伊勢鉄道 ・大井川鉄道 ・愛知環状鉄道 ・東海交通事

　業
・
名古屋臨海鉄道，の

一
部路線

○市バ ス

・
大雨 の 影響 で 各路線 の 50％ が運転 を 見合 わ せ る

復旧 され た 時刻 ・状況

随時復 旧 さ れ，17日 を も っ て 完全供給

随時復旧 さ れ，14日22 ：00を も っ て 完全供給

随時復 旧 さ れ，16日，完全 供給

14日 17 ：30頃 に 完全 復 旧

22日 をも っ て 全 回線復 旧

19日 をもっ て 復旧

断水中の 世帯 は ， 井戸水 ・谷水 の 利用，給水

タ ン ク ・給 水 車 等 に よ り対 応 し，復 旧

東 名 ・名神

中央道

東 名 阪

東海北陸道

伊勢道
国道 1 号線

国道22号線

12日1220 に 開 通

12日 3　50に 開通

12日1220 に 開通

13日 700 に 開通

13日 6　30に 開通

12日 13　20に 開通

14日17　00に 開通

12 日 14　30頃，全 区間運転再開

14日1630 頃，全線運 転再開

13日22　45頃，全線運転再開

12日8 ：00頃，全 線運転再開

12日18 ：30頃 ，全 線運転再開

14日，全鉄道運転再開

17日12 ：00，全路線運転再開
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第 3表　各種 の 課題 と教訓．

災 害情報 の 収集 ・伝達 に 関連 す る 課 題 （1）

・ハ
ード施 設 に よ る被 害 の抑 止 と情報 に よ る被害 の 軽減

の 組 み 合 わ せ

・ハ イ テ ク 技術 を用 い た 必 要 な情 報 の 有効利 用

・「安 心 と い う名前 の 情報」を活用す る 災害 に 強 い 地域 つ

　くウ
・住 民 の 災害情報入 手能力 の 向上 を進 め る 努力
・具体的 に 被害発生前か ら行 う情報収集

・
提供

・地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ を活 用 した 情 報 収集
・情報の 信頼性 を高 め 早 く行動す る習慣

災害情報 の 収集
・
伝達 に 関連 す る課 題 （3）

・災害弱者 に 配慮 し た 情報伝達 に よ る 被害 の 減少
・
職場，学校 な ど社会活 動 中 の人 へ の 情報伝達 に よ る早

い 対応

避難所 の あ り方 に 関す る課題

・洪水氾 濫源 に あ る公的施設 の 水 没 ・被災 を 防 ぐ努力

被害軽減 に 向け た 取 り組み に 対 す る課題 （2＞

・古 くか ら住 ん で い る 住民 と新住民 との 危険性 の 認 識 の

違 い

・帰宅困難者 を発生 さ せ な い 情報 の 提供努力
・地 下 空 間 を安 全 に す る た め の 種 々 の 対 策 の 実行
・自動車 の 洪水 に 対 す る弱 さ と 大 き な被害
・電 子機 器 の 水 に 対 す る弱 さ と事 前の 対 策 の 実行
・ゴ ミ搬 出時 の 分別 と 地域住民 の 協力
・実際の 起 こ る と を想定 した 訓練 の 実施 と繰 り返 す努力

災 害 情 報 の 収集 ・伝 達 に 関 連 す る課 題 （2）

・洪水予警報 が 発令され る 対象河川 を増や す努力
・気象情報，水位情報 の住 民 へ の わ か りや す い 内容の 伝

達 の 工 夫
・天 気 予 報 を身近 な も の に す る た め の 工 夫
・災害時 に 被害軽減 に 役 に 立 つ マ ス メ デ ィ ア との 連携
・
行政 の 対 応 を わ か りや す く説 明 す る ス ポーク ス マ ン の

設置
・災害対策本部 に お け る 大 型 立 体地図 の 用意
・イ ン ターネ ッ トの利 用 に よ る情報 の 利用

避難勧告 ・指示の あ り方に 関連 す る 課題

・住 民 が 自 ら の 意思 で 決 め る避 難 勧 告 の 実行
・避難勧告時 の 天気 の 変化 の 予想 な どの 的確 な状 況 判断
・刻 一刻 変 化 す る情 報 を集約 し て の 提供

。避難勧告の 空振 りに 対す る 文句 や 非難 で は な い 感謝 の

気持 ち

・住民 と 自治体問 の 双 方向 の情報伝達 シ ス テ ム の 活用
・避難勧告の 信頼性 とそ れ に 基づ く早 い 行 動

・地 域，隣 人 同 士 の 信 頼感 を 高 め，素早 い 行動，助 け 合

　う行動

被害軽減 に 向け た 取 り組み に 対す る課題 （1）

・総合的 に 被害 を少 な くす る 方 策 を具体 的 に 提 案

・治 水 に 関す る考 え方 の 転換 と全体 の 被害 の 軽減
・災害 の 状況 を先先 に 想定 した 対 応 と被害 の 起 こ り方 に

つ い て の 豊 か な想像力
・災害時 の 自治体 の 広域連携 を積極 的 に 推進
・洪水 ハ ザ ードマ ッ プの 必要性 と住民 参加 に よ る作成
・自分 が 住 ん で い る場所の 危険を知 り，素早 く行動

災害 に 対 す る 庁内体制 の 確立 に 対す る課題

・
何 よ り も 防 災 に 関 す る知識 と技術 の 向上 が 大切

ボ ラ ン テ ィ ア と の 連携 に 対す る 課題

・
自治 体 が で き な い 分 野 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア，NPO

　と の 運携
・ボ ラ ン テ ィ ア 受 け 入 れ 態 勢の整 備 ，災 害対策本部 と協

調 した 活動

られ ，緊急的な提言な ど がな さ れ た．筆者 も愛知県 の

水害対策 委員長 ，名 古屋市 の 防災情報収集伝達 シ ス テ

ム 整備調査専門委員会委員，ハ ザー ドマ ッ プ作成委 員

会委員長 と し て 参画 したが ， 現在検討 あ るい は実施途

上 で あ り，そ の 中間報 告 に 基 づ く問題点 と教訓は ，第

3表 の よ うに ま と め られ る．

　 6 ．あ とが き

　 こ の 水害の後，国 土交通省中部地方整備局や 愛知県

は河川 激甚災害対策特別緊急 事業 を 5 年計画 で 施工 中
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で あ る，しか しなが ら ，
こ れ らの 事業が竣工 後に今回

の豪雨 が 再来す れ ば，再 び浸水災 害 を被 る こ とが わ

か っ て い る．こ の よ う に都市域の 水 害対策 は，従来 の

よ うな ハ ー ド防災だ けで は 限界が ある こ と を は っ き り

示 して い る，今回の よ うな豪雨が た と え ば ， 東京 ・神

田川 ，横浜
・鶴見川 ，大阪 ・寝屋川 な ど，ほか の 地 域

で 発生 し て い て も，い ずれ も破堤氾濫な どが 発生す る

こ とが示 さ れ て い る．した が っ て ， 東海豪雨災害で 発

生 し た 社会的 な諸 問題 は，全 国的 に 起 こ り得る とい う

特徴 を も っ て お り，決 して対岸の火事で はな い こ とを

知 ら な けれ ばな らな い ．

1a52 ：406 ：407 （豪雨 ；雷雨　水文気象　気象災 害）

5 。 洪水 と水害一 自然 と人 との 関わ り
一

沖

　 1．は じめ に

　未 曾有 の 豪雨 に よ っ て大洪水 が生 じ， 広域に 氾濫が

生 じ た と し て も，そ こ に 人 が 住ん で い な けれ ば人命 も

失 わ れ な い し ， そ こ に財産が な け れ ば被害が 生 じ る こ

と もな い ．仮 に 豪 雨が純粋 に 自然科学的因果律の み に

支配 さ れ て い る と して も，なぜ 水害 が生 じた の か ，に

つ い て は 自然 と人 間社会 との 関わ りを考 え る必要が あ

る．そ うした視 点が必要 な こ と は 自然 災害に共通で あ

る が ，特 に 川 と水害 の 場合 に は，水 を利 用す る ため有

史以 来様々 な形で人間が川の 流れ に手 を加 え て きて い

て，そ うし て で きあが っ た地域地域 の 水利用 ， 水 コ ン

ト ロ ー
ル の 仕組み に 対応 し て 人 間社 会 の 仕組 み や住 ま

い 方が規定 さ れ る，と い う，い わ ゆ る 「人 と自然 の 相

互作 用環」が 顕著 で あ る．短時間降雨予測精度の 向上

に よ る豪雨災害の軽減は気象学 の 重要 な応用分野 の ひ

と つ で あろ うし ， 気象学会会員諸氏 に と っ て も，そ う

した土木 工 学 的視 点 か ら豪 雨洪水 災害 を捉え る視点を

紹介す る こ と は 有意義 で あ ろ う と考 えて 講演 を引受け

た．しか しなが ら，小出 博先生 の 河川 学や高橋 裕

先生 の 水 と人 と の 関わ りで 川を捉 え る視点の影響 を 受

蓼
総合地球環境学研究所 （東京 大 学 生 産 技 術 研 究 所 （併

　任））．

◎ 2002　 日本気象学 会

大 　幹
零

けた 虫 明功臣先生 ， 宮村　忠先生 ， 大熊　孝先生 等に

陽に陰 に薫陶を受 ける機会が あ っ た と は い え，もとよ

り筆者 は こ う し た 文 明 史 的視点 か ら豪 雨 や 洪水 ， 水 害

を研究 して きたわ けで はな い ．

　 した が っ て，河 川学 や 河川史等 の 専 門家 の 方 々 か ら

見れ ば未熟な面 もある だ ろ うが ， 本稿が ， 読者の 方々

に そ うした分野 へ の 興味 と 関心 を持 っ て もらっ た り，

ど の 様な 短時間気象予測 が 社会貢献 に 有効 で あ るか に

つ い て 戦 略 ・方 向性 を考 え る
一

助 と な れ ば幸 い で あ る．

　 2 ．川 と人 と社会の 発展

　河川 は ， 蒸発散 し な か っ た 降水が海 へ 戻る経路 で あ

る と も言 え る し，降水 の う ち 河川 へ 流出 しな か っ た 分

が 蒸発散可能で あ る と も言 える．川は物質 として の 水

だ け で は な く，土 砂や そ れ に と もな っ て さ ま ざ ま な有

機 物 ・無 機物 を陸地 か ら海岸へ 輸送 して い る．川 は 自

然の
一

部 で あ る が ，人間 が その 水 を利用す る ため に は

さ ま ざ ま な働 き掛 けを行 う必要が あ り，結果 と し て，

我 々 が 目 に する多 くの 川 はす で に 人為的影響 を多分 に

受 け て い る．特 に 東海豪雨 災害 で 被害 が 生 じた よ うな

河川 に お け る水の 動態は ，著 し く人間に よ っ て コ ン ト

ロ ール さ れ て お り， そ こ で の 水 の動 きを考え る に は ，

人間活動 を考慮 に 入れ る こ とが 不 可欠で あ る．また，

そ う し た 自然 と人 間の い わ ば共作為 に よ っ て 形作 られ
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